
 

 

 

 

 

 

 

 

「急に顔がほてることがある」「暑くもないのに大量の汗をかく」職場や家族の中にそのような

症状を訴えている人はいませんか？それは『更年期障害』かもしれません。 

 更年期障害は誰にでも起こりうる自然な体の変化です。対処方法を知ることでつらい症状をコ

ントロールすることができます。 

更年期は女性だけの病気ではありません 

  更年期の症状は女性特有の悩みというイメージがありますが、男性も例外ではありません。 

厚生労働省の調査では、更年期に関する知識や理解が 50代以降の女性では約 5割はあるの

に対し、男性は 2割以下でした。 

男性の場合は老化現象の一部と認識されて気づかれないことが多いと見られています。 

更年期の基礎知識 

▶更年期はいつからいつまで？ 

   女性の更年期は閉経の 5年前から 5 年後まで 

  の約 10年間を指します。（日本人の平均閉経年 

齢は 50歳） 

   男性の場合は 30代以降に男性ホルモンである 

テストステロンが減少し始めたころから症状が現 

れます。 

 

▶更年期症状の影響を感じていても、医療機関を 

  受診しない人が大多数 

   症状を自覚してから「3ヶ月程度までに受診」 

した人は男女とも約１割。「受診していない」は 

40代・50代で男女とも８～９割でした。 

 

▶更年期障害の可能性のある人は多いが、診断されるのは少数 

   実際に病院で診断されるのは、50代で男性では 

2％未満、女性でも 10％未満です。 

   受診はしていないが更年期症状があると感じて 

いる 50代は男性で 14.3％、女性で 38.3％でした。 

   更年期症状を自覚しても受診しない人が大多数で 

あることがわかります。 

  

更年期障害ってどんな病気？ 
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男性（％） 女性（％）

40代 1.5 3.6

50代 1.7 9.1

40代 8.2 28.3

50代 14.3 38.3

病院で診断されている

受診していないが可能性が
あると考えている



どんな症状がありますか？ 

▶女性に多く現れる症状            ▶男性に多くあらわれる症状 

 

 

 

 

 

 

 

更年期障害の治療 

▶ホルモン補充療法 

保険適用でないものもあるので主治医と相談しながらすすめましょう。 

▶漢方薬 

効果が出るまで約２週間かかります。また効果には個人差がある場合があります。 

▶うつや不安症状に対する内服治療 

抗うつ薬、抗不安薬など 

更年期障害を乗り切るコツ 

更年期障害は日頃の生活習慣や、心理状態などで悪化することもあります。 

症状を軽減させるために日頃の生活を見直すことが大切です。 

▶規則正しい生活リズムを心がける 

▶ストレスをためないようにする 

▶適度に運動する 

▶バランスの良い食生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上病院附属診療所 健診センター 文責： 保健師 槻 彰子 

男女関わらず「更年期障害」に負のイメージを持ち、相談し

づらいと思っているかもしれません。 

つらい時は無理をせずに意識して休養をとることや、早めに

医療機関を受診するようにしましょう。 

周りに調子の悪そうな人がいたら気遣うようにして、自分か

ら言い出しづらいことを理解しましょう。 

受診の際は、男性は泌尿器科、女性は婦人科を受診してくだ

さい。ただし、すべての医療機関が対応しているとは限りませ

んので、事前に問い合わせしてから受診しましょう。 

 

 

 

 

・顔がほてる 

・汗をかきやすい 

・息切れ・動悸がする 

・怒りやすく、イライラする 

・気分が落ち込む 

・頭痛、めまい、吐き気がよくある 

・疲れやすい 

・肩こり、腰痛、手足の痛みがある 

 

・女性に多く現れる症状と同じ 

・元気がなくなってきた 

・運動能力の低下 

・体力あるいは持続力の低下がある 

・日々の楽しみが少なくなったと感じる 

・性的能力の衰えを感じる 

 


